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清流の国ぎふ森林・環境税
～緑豊かな清流の国ぎふづくりを進めます～

木質バイオマスの有効利用 ぎふ木遊館の管理・運営

県民フォーラムの開催

生態系の保全・再生

奥山林等の間伐

緑と水の子ども会議の開催

観光景観林の整備

公共施設の木造・木質化

河川魚道の維持管理 鳥獣被害対策

地域循環共生圏構想の促進地域団体等が行う森・川づくり活動



目

　次

C
o

n
t

e
n

s

1011121314151617181920

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー（
一
般
向
け
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

令
和
５
年
度
林
政
部
優
良
工
事
施
工
者
表
彰
式
を
開
催 

〜
林
政
部
長
表
彰
〜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

「
岐
阜
の
森
の
文
化
・
木
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
…
…
4

シ
リ
ー
ズ 

：〝 

ぎ
ふ
の
木
〞 

使
い
ま
す
!
⑶

…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

森
林
環
境
譲
与
税
の
お
悩
み
相
談
は
、

地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
⑹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

令
和
4
年
度
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
県
に
よ
る
市
町
村
の
支
援
に
つ
い
て
…
…
7

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は
市
町
村
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
!
…
…
7

　
　
　
　
　
　
ヒ
ラ
タ
ケ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
林
友
会
、年
賀
状
と
喪
中
は
が
き
―

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

シ
リ
ー
ズ
：『
森
林
・
環
境
税
』で„
緑
豊
か
な
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
“⑺
…
…
　

　
　
　                 

　
　
　
タ
ネ
を
見
分
け
る 

― 

新
木
を
探
そ
う 

― 

…

ぎ
ふ
木
遊
館
通
信
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

m
o
r
i
n
o
s
出
前
体
験
!!
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
と
き
温
泉
K
A
M
A
B
A
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
ス
ギ
心
去
り
平
角
材
の
強
度
を
考
え
る（
２
）
…
…
…

　
　
　
　
　
　
主
伐
・
再
造
林
の
取
組
み
事
例

…
…
…
…
…
…
…
…

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

（38）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　 

伝
統
技
法
の
継
承
に
向
け
て（
三
ツ
緖
伐
り
研
修
会
を
開
催
）
…
…
…

林
業
者
向
け
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
の
お
じ
ゃ
ま
む
し（
３
8
9
）

木
の
香
る
ぎ
ふ
の
施
設 

（129）

普
及
コ
ー
ナ
ー

研
究
コ
ー
ナ
ー

森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵 

（131）

国
有
林
の
現
場
か
ら 

（86）

山
の
歳
時
記 

（220）

表紙●「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、令和
４年度に実施した主な取組み事例
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～緑豊かな清流の国ぎふづくりを進めます～

木質バイオマスの有効利用 ぎふ木遊館の管理・運営

県民フォーラムの開催

生態系の保全・再生

奥山林等の間伐
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開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月16日㈯、
23日㈯

ぎふ木遊館木育プログラム
（スプーンクラブ）

●内容：ナイフ等を使ってオリジナルの木のスプー
ンを作ります。

　　　　16日（土）ロングコース（10:00～17:00）
　　　　参加料5,000円
　　　　23日（土）ショートコース（14:00～17:00）
　　　　参加料3,000円
　　　　※材料費・保険代・道具一式レンタル代込
●定員：各回10名
●申込：開催日2日前の正午まで

ぎふ木遊館（岐阜市学園町２－３３）

一般社団法人グリーンウッドワーク・ラボ
TEL:090-7304-7044
https://gwwlab.peatix.com
（申込サイト）

令和6年
1月20日㈯

岐阜県みどりの少年団
活動発表大会

●みどりの少年団が日頃の活動について発表しま
す。またモリノスでの交流行事も計画しています。

●時間：10：00～15：00（予定）
●参加の申し込みを受け付けています。

岐阜県立森林文化アカデミー
森の情報センター、モリノス
（美濃市曽代）

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL:058-273-7577
FAX:058-273-7547

森林・林業関係イベントカレンダー（12月〜1月）
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令和５年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（4315） 林政課政策企画係まで

○令和5年度林政部長表彰の受賞者

　県では、発注した公共工事において、他の施工者の模範となる優良な工事請負者を表彰することで、施工者の意欲
増進、建設産業の社会的評価の向上を図るため、各工事所管部局で、毎年優良工事施工者表彰を実施しています。
　林政部では、令和４年度に完成した林政部発注工事１６８件の中から、令和５年度林政部長表彰５件及び農林事務
所長表彰８件を選定しました。このうち、林政部長表彰については、令和５年１０月６日（金）に岐阜県庁舎２０階清流
ロビーにおいて、表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の守り手として、益々ご活躍されますことを期待しています。

※左から　㈱古川組、西建産業㈱、久松林政部長、
　　　　　㈱前田土木、㈱岡島建設、丸正建設㈱

が全国緑の少年団活動発表大会で発表しました
付知南小学校みどりの少年団

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中 敏隆】

　「全国緑の少年団活動発表大会」が１１月１１日に茨城県行方市の茨城県
鹿行生涯学習センターにおいて秋篠宮皇嗣同妃両殿下をお迎えして開催さ
れました。今年度の「みどりの奨励賞」に選ばれた「付知南小学校みどり
の少年団」（中津川市）を代表して西尾　菫（にしお すみれ）さん、源川
龍兎（げんかわ りゅうと）さんが活動発表を行いました。
　付知南小学校みどりの少年団は、令和３年度に結成したばかりですが、
江戸幕府の直轄地として林業が栄えてきた土地柄で学校独自で植樹や森林
教室を長年行ってきました。地元産業を学ぶ過程では、地元関係団体のバッ
クアップを得てかんな削りやＶＲチェンソーなど、伝統と革新が取り込まれ
た様々な体験を行っています。
　今回は、「私たちが引き継ぐ付知の森林（たからもの）」をテーマに「森
と暮らしをつなぐ活動」、「木育」の２つの活動の様子を元気よく発表しま
した。
　各学年が取り組む木育活動のほか、５年生は間伐体験、ご神木の伐採
跡地の見学、木材の最終消費である家屋の見学などを行いました。このよ
うな多くの学習活動から、地域の価値に気づき、付知の人たちが受け継い
できた木の文化を「たからもの」と思い引き継いでいく姿に会場からは大
きな拍手をいただきました。
　また、この大会では付知南小学校みどり少年団全学年で実施している木
育活動の講師を務める栗谷本征二（くりやもと　せいじ）さんが受賞した

「令和５年度緑の少年団育成功労賞」の表彰もありました。
　翌１２日の第４６回全国育樹祭式典行事の「緑の贈呈」では、茨城県の
みどりの少年団が育てたヤマザクラなどの苗木が贈られました。
　大会を振り返り、付知南小学校みどりの少年団は、大変貴重な体験が
できたことと思います。これからも緑や自然、地域を愛する人へ健やかに
成長されるとともに、みどりの少年団活動の伝統を引き継いでいってくれ
ることを願っています。

団旗の入場受渡

表彰

左から付知南小学校みどりの少年団
源川さん、西尾さん

緑の少年団育成功労賞の栗谷本さん

発表の様子

表彰
（右から２番目が付知南小学校みどりの少年団）

緑の贈呈（ヤマザクラ）

受 賞 者 林政部長表彰対象工事

㈱古川組 ＜渓間工事（海津市）＞
公共復旧治山事業　奥谷地区工事

西建産業㈱ ＜山腹工事（揖斐郡揖斐川町）＞
緊急県単治山事業　下山地区工事

㈱前田土木
＜林道開設工事（郡上市）＞
森林資源循環利用林道整備事業
林業専用道那留～六ノ里線（１工区）
開設工事

㈱岡島建設 ＜山腹工事（土岐市）＞
公共復旧治山事業　園戸地区工事

丸正建設㈱ ＜渓間工事（大野郡白川村）＞
公共緊急総合治山工事（セトノ平）
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内
最

大
規
模
の
木
構
造
柱
を
使
用
し
た
「
木
の

本
店
ビ
ル
（
東
京
海
上
日
動
新
・
本
店
ビ

ル
）
」
に
つ
い
て
話
題
提
供
が
あ
り
、
会

場
か
ら
は
著
名
な
海
外
の
共
同
設
計
者

と
の
連
携
や
、
１
０
０
年
後
、
ビ
ル
に
使

用
し
た
木
材
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
株
）

の
光
成
氏
の
「
地
産
木
質
材
料
を
活
用
し

た
『
地
産
地
消
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
』
」
の
話
題
提
供
に
は
、
行
政
か
ら
の

個
別
相
談
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

活
発
な
質
疑
等
が
あ
り
ま
し
た
。

【
総
括
】

　
４
つ
の
話
題
提
供
を
踏
ま
え
、
岐
阜
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
涌
井
学
長
よ

り
、
「
『
オ
ー
ル
岐
阜
』
体
制
に
よ
る
県

産
材
利
用
促
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
総

括
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
涌
井
学
長
か
ら
は
、
「
４
つ
の
大
変

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
話
題
提
供
が
あ
っ

た
。
多
く
の
森
林
資
源
を
有
す
る
岐
阜
県

か
ら
新
し
い
木
づ
か
い
を
発
信
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
木
を
無
駄
な
く
活

用
す
る
方
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　
20
日
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
念
行
事

と
し
て
、
か
し
も
明
治
座
に
て
、
「
木
曽

式
伐
木
運
材
図
会
」
の
解
説
、
中
津
川
市

の
川
上
市
有
林
内
に
て
、
式
年
遷
宮
伝
統

伐
採
式
（
三
ツ
緒
伐
り
）
の
実
演
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
で
は
、
県
産
材
利
用
の
更
な

る
促
進
を
図
る
た
め
、
県
民
や
事
業
者
の

方
々
へ
の
普
及
啓
発
の
取
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

式年遷宮伝統伐採式の実演

涌井学長による総括 リレー講演の様子

 

話
題
１

　「木
造
校
舎
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
家

具
か
ら
考
え
る“

木
づ
か
い"

」

リ
レ
ー
講
演（

株
）日
本
設
計
　
建
築
設
計
群

主
管

　吉
岡
　
紘
介
　
氏

 

話
題
３

　「企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た『
地
産
木
質
系
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
』

の
提
案
」

ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
株
）

光
成
　
和
真
　
氏

 

話
題
４

　「岡
山
大
学
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ

（
O
U
X
：
オ
ー
ク
ス
）
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
取
組
み
」

清
水
建
設（
株
）設
計
本
部
木
質
建
築
推
進
部

設
計
長

　長
澤
　
怜
　
氏

 

話
題
２

　「最
新
の
木
づ
か
い
事
例
２
題
」

（
株
）三
菱
地
所
設
計
　

チ
ー
フ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

　小
池
　
秋
彦
　
氏

チ
ー
フ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

　新
田
　
佳
代
　
氏

ず  

え
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　岐阜県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者が県と協定を締結し、県産材の利用を促進する構
想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を目指しています。
　令和５年７月２７日に第１回目となる協定締結式を執り行い、１５事業者（１４協定）と協定を締結しました。その各協定締結者のご
紹介シリーズ第３弾です。

＜今までの取り組み内容＞
地域創生やSDGsの取組みとして、店舗改装や新築時に

は、岐阜県産材を採用することを心がけております。すでに

当社では自社の店舗改装時に岐阜県産材を壁面に採用し

たり、窓口カウンターの背後間仕切に岐阜県産材を採用し

ています。木材のもつ温かみのある演出が生まれ、来店され

たみなさまにも大変好評をいただいております。

＜今後の取り組みとして＞
　今後も、店舗改装・新築時には、内装木質化として積極的

に岐阜県産材の利用に取り組んでまいります。

　また、随時、机、椅子などの更新を行っておりますが、その

際も岐阜県産材の備品導入を図り、岐阜県の森林づくりに

貢献してまいります。

　郡上市で創業して95周年を迎える弊社は、創業時から「木」と
「地域」と共に歩んできました。初代は土木業、二代目は製材業、三
代目は社寺建築・住宅建築業、そして現在の四代目は地域の皆様に
愛される様々な事業を行っていますが、「森」「木」「地域」への想
いは創業時から一貫して変わりません。

＜今までの取り組み内容＞
　県産材利用推進の取り組みとして、弊社は県産、国産100％にこ
だわった家づくりを24年前から取り組んでいます。また、県産材住
宅にこだわった県内工務店10社と共に、12年前から「ぎふの木の
住まい協議会」を設立し、会を挙げて普及活動を行っております。
　最近では、本社敷地内に設けたHidamariCafeに木をふんだん
に使った空間をご提供し、多くのお客様にくつろいでいただいてい
ます。
　普及活動では、CSR活動の一環として「ぼくらと森のかけはしプ
ロジェクト」を10年継続しており、県内の小学生と共に、森林学習
にも積極的に取り組んでおります。

＜今後の取り組みとして＞
　今後5年間で、県内に木造施設1棟を建設し、さらに多くの皆様に
「木の良さ」をお伝えしていきます。また既存の施設にも、県産材の
机や椅子を配備し、手に触れていただく環境も整えていきます。
　普及活動においても、小学生に向けた森林教室を開催し、未来を
担う子どもたちに、岐阜県の森、木への理解や愛着を育むような活
動を行ってまいります。

株式会社十六フィナンシャルグループ（岐阜市）　

株式会社鷲見製材（ひだまりほーむ）（岐阜市）　
ホームページ　https://www.hidamari-home.jp

ホームページ　https://www.16fg.co.jp/

3

十六銀行　店舗内装

十六銀行　店舗ロビー壁面
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　去る10月19日に「岐阜の森の文化・木の文化フォーラム」が、県立森林文化アカデミーで開催されました。
事例発表の中で、日本一の木造ビルになるであろう東京海上日動の新・本店ビルについて発表がありました。
発表者の（株）三菱地所設計の小池さんからは、100ｍを超える木構造の困難さとその意義について発表があ
り、興味深く拝聴しました。特に、共同設計者であるイタリアの著名建築家レンゾ・ピアノ氏が建設過程での
ＣＯ２の排出削減に徹底して取り組んで設計している旨の説明では、産業界の温暖化に対する取り組みの大き
なうねりを感じずにはいられませんでした。今年の夏の猛暑を思い出すとき、このうねりは、全国に波及し、
我々森林経営管理制度にたずさわるものが率先して乗りこなしていかなければいけないと感じた一日でした。
　このような変化は、森林経営管理制度の「市町村林務担当職員研修」においても受講者から感じ取ることも
アンケート等を通じて窺い知ることができました。
　以下が、その感想例です。

　私は今年度から林務担当に就きました。過去には林業事業体に勤務していましたが、出産を機に子育て中
心の生活をしていたため、ここ数年は林業から離れていました。今年度から再び関わるようになった私は、離れ
ている間にも林業界の事情は大きく変化していることを知りました。
　例えば2019年に施行された森林経営管理制度、2021年におきたウッドショックによる木材価格の高
騰、そして2024年からは森林環境税が始まります。
　この森林環境税では1人あたり1,000円が徴収されるため、多くの方がこの税金の使い道をかなり気にし
ています。
　こうした現状に対し、林業関係者には今まで以上に柔軟な対応が求められており、知識不足で戸惑いを感
じることもありましたが、地域森林管理支援センターが開催する研修に参加するようになり、新しい制度が始
まるにあたっての国や県の狙い、法律に関する知識など、講師が丁寧に説明してくださったことで、初心者でも
理解していくことが出来ました。
　また、市町村によってそれぞれ抱える問題が異
なります。
　各市町村から林務担当者が集まるこの場では、
それぞれ抱えている業務や課題を共有し、みんな
で解決策を考えることが出来ます。特に主催する
地域森林管理支援センターが各市町村の林務
事情を深く把握されているので、管轄する森林の
現況や問題点、それに対して講師からの意見がと
ても参考になりました。
　今後、自分の業務に少しでも早く活かすことが
出来るので受講して良かったと感じています。

七宗町ふるさと振興課　堀部  美希

地域森林管理支援センター長　荻巣　雅俊

森林環境譲与税のお悩み相談は、
地域森林管理支援センターへ 

～「林業界」「産業界」の変化に対応するために ～

第6弾

「地域森林管理支援センター」まで
TEL：058-201-5013  FAX:058-275-4398 E-mail：f-shien@g-moriren.or.jp
〒500-8356  岐阜市六条江東２丁目５番６号　岐阜県森林組合連合会内

森林経営管理制度や

森林環境譲与税に関する

お悩み相談は？

第12回研修（所有者探索について）
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令和4年度森林環境譲与税を活用した
県による市町村の支援について

　森林環境譲与税は、令和４年度に国から全国の地方公共団体に対し500億円が譲与され、うち岐阜県には約2億円（県内の市町村には合計
で約14億7千万円）が配分されました。本県では、譲与税を活用して、税の趣旨に基づき森林整備等を実施する市町村の支援に取り組んでお
り、その主な内容をご紹介します。

【林政課　森林計画係】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）まで

森林の土地を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 なぜ届出が必要？
行政が森林所有者に対して森林の整備等に関する助言をしたり、事業体が森林所有者に働きかけて間伐等の整備を行う森林を
集約化して効率を上げたりするために、森林所有者を把握することが重要であるからです。

2 どのような場合に届出が必要？
個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林の土地を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土
地売買契約の届出を行った場合は、森林の土地の所有者届出は不要です。

3 いつ、どこへ届出を出すの？
森林所有者となった日から９０日以内に、取得した森林のある市町村長に届出書を提出します。

4 どのような届出書を提出するの？
「森林の土地の所有者届出書」に次の書類を添付して提出してください。
添付書類　①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
　　　　　②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

5 もし、届出を出さないと？
届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、１０万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林の土地を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。

事　業　内　容 決算額（千円）

※各項目の決算額は千円未満を四捨五入しているため、合計額とは一致しません。

●市町村の体制等支援
・地域森林管理支援センター等による市町村林務行政の支援
・市町村による森林整備を支援する地域森林監理士の養成及び活用
・森林クラウドによる森林情報の提供
・針広混交林化施業指針の策定に向けた調査・研究
●間伐等の森林整備
・ライフラインの確保に向けた立木の事前伐採支援
●森林整備の担い手確保・育成
・森のジョブステーションぎふ等による担い手の確保・育成対策　　　　　
・林業事業体経営者のマネジメント能力の向上を図る研修会等の開催
●木材利用の推進
・東京オリパラ大会の返還木材を活用した県産材利用のPR
・県産材利用促進に向けた研修等の開催
●普及啓発
・森林総合教育センター（morinos）で実施する森林教育プログラムの開発、普及啓発等

100,543

28,938

20,774

5,157

28,191

183,602

　市町村の体制の支援をはじめ、担い手確保・育成対策、普及啓発等の施策を横断的に実施することで、市町村による森林の経営管理の取り
組みが進みました。

岐阜県における森林環境譲与税の使途は、インターネットで公表しています。
詳しい事業内容や事業実績については、県ホームページをご覧ください。

（県HP「森林環境税・森林環境譲与税」：
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html）

●お問い合わせは TEL 058-272-1111 内線（4348）森林活用推進課森林吸収源対策室森林吸収源対策係まで

合　　　計

令和４年度の主な実績 
森林所有者への意向調査 4,390ha（25市町村）
経営管理権集積計画の策定    384ha（8市町）
市町村が主体となり実施された間伐　 　577ha　　 　　　　
新規就業者の確保      85名　　　　　
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ヒラタケ
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「
長
良
川
沿
い
の
ヤ
ナ
ギ
の
木
に
生

え
て
い
た
キ
ノ
コ
を
鑑
定
し
て
ほ
し

い
」
と
知
人
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
そ
の
キ
ノ
コ
を
見
せ
て
も
ら

う
と
、
ヒ
ラ
タ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ヒ
ラ
タ
ケ
（P

l
e
u
r
o
t
u
s
 

o
s
t
r
e
a
t
u
s

）
は｢

寒
タ
ケ｣

と

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
晩
秋
か
ら
早
春

ま
で
の
寒
い
時
期
に
発
生
し
や
す
い
木

材
腐
朽
菌
で
、
自
然
豊
富
な
山
中
だ
け

で
な
く
、
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
の
幹

や
根
元
な
ど
に
も
発
生
し
ま
す
。

　

傘
表
面
は
灰
黒
色
～
灰
白
色
、
肉

が
厚
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
折
り
重

な
っ
て
群
生
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
味
も
香
り
も
癖
が
な
い
た
め
、
汁

物
や
鍋
物
、
天
ぷ
ら
な
ど
、
ど
ん
な
料

理
に
も
よ
く
合
う
優
れ
た
食
用
菌
で

す
。
そ
の
た
め｢

人
工
し
め
じ｣

や
「
信

州
し
め
じ
」
の
名
前
で
、
栽
培
品
が
流

通
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
冒
頭
の
ヒ
ラ
タ
ケ
で
す
が
、
改

め
て
ヒ
ラ
タ
ケ
の
裏
側
を
し
っ
か
り
見

る
と
、
ヒ
ダ
に
白
く
小
さ
な
コ
ブ
が
あ

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
「
ヒ
ラ
タ
ケ
白
こ
ぶ
病
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
キ
ノ
コ
業
界
で
は

１
９
７
９
年
に
福
岡
県
下
の
栽
培
品
で

報
告
さ
れ
て
以
来
、
日
本
列
島
を
北
上

し
、
今
で
は
東
北
地
方
で
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
珍
し
い
症
状
で
は
な

く
、
傘
や
ヒ
ダ
、
軸
（
柄
）
な
ど
か
ら

線
虫
が
侵
入
し
、
菌
糸
が
分
化
し
て
白

色
の
コ
ブ
を
作
る
も
の
で
す
。
線
虫
は

内
部
の
菌
糸
を
食
べ
て
産
卵
し
、
ふ
化

す
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
明

確
な
発
生
条
件
や
線
虫
の
生
活
史
は
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

津
田
格
教
授
に
お
聞
き
す
る
と
、
ナ
ミ

ト
モ
ナ
ガ
キ
ノ
コ
バ
エ
と
い
う
キ
ノ
コ

バ
エ
の
一
種
が
、
ヒ
ラ
タ
ケ
シ
ロ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
線
虫
を
運
び
、
こ

の
ヒ
ラ
タ
ケ
シ
ロ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が

白
い
こ
ぶ
を
形
成
さ
せ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

し
か
し
ヒ
ラ
タ
ケ
は
線
虫
に
侵
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
生
き
た
線
虫
を
栄

養
に
す
る
特
殊
な
能
力
も
持
っ
て
い
ま

す
。
ヒ
ラ
タ
ケ
の
菌

糸
は
毒
素
を
出
し
て

線
虫
を
麻
痺
さ
せ
、

線
虫
の
口
か
ら
菌
糸

を
侵
入
さ
せ
て
内
側

か
ら
消
化
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

　

ヒ
ラ
タ
ケ
栽
培
は

丸
太
利
用
に
よ
る
原

木
栽
培
も
で
き
ま
す

が
、
主
流
は
オ
ガ
屑
利
用
に
よ
る
菌
床

栽
培
で
す
。
こ
の
栽
培
を
野
外
で
お
こ

な
う
と
「
ヒ
ラ
タ
ケ
白
こ
ぶ
病
」
が
発

生
し
や
す
い
た
め
、
キ
ノ
コ
バ
エ
が
近

づ
け
な
い
よ
う
に
網
目
が
１
㎜
程
度
の

防
虫
ネ
ッ
ト
で
覆
っ
て
防
除
し
ま
す
。

　

長
良
川
河
畔
の
ヒ
ラ
タ
ケ
は
食
う
か

食
わ
れ
る
か
の
競
争
関
係
の
中
で
生
き

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
見
方

を
変
え
れ
ば
線
虫
を
養
い
な
が
ら
自
分

の
子
孫
を
残
す｢

共
生｣

を
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
た
の
で
す
。

ヒラタケのヒダに発生した白こぶ病
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―林友会、年賀状と喪中はがき― 【第389回】

林友会は県職林政部を退職した職員の親睦団体である。その
一つに私が所属する岐阜支部がある。毎年総会が開かれ、その
あとに懇親会がある。ここでは昔話に花が咲き楽しいひと時と
なる。このため、総会は欠席し懇親会だけに出席する者もいる。
ところがコロナの影響でここ数年懇親会ができなくなり、総会
のみ。出席者は役員だけというさびしいものとなった。それが
今年になって、禁止令が解け懇親会ができるようになった。こ
れで仲間の近況がわかると楽しみであった。７月４日、総会が
開催された。５年ぶりだ。場所は「ホテルグランヴェール岐山」。
いつもと同じ場所だ。「久しぶり。元気か」。「病院通いの毎日
だよ」。こんな会話があちこちから聞こえてくる。時間が来た。
皆が席に着いた。驚いた。いつもは 40名くらい参加者してい
るのに、今回は半数くらい。物故者が多いのと高齢による自主
退会者が増えていたのである。これが岐阜支部の現状かとさび
しくなった。物故者は親しくしていた人ばかりで、在りし日の
顔が目に浮かんできた。逆に毎年参加していたのに、欠席され
た方も多かった。「あんなに元気だったのに、何があったのだ
ろうか」と心配になってきた。しかし、退職者が顔を合わせる
のはこの会くらい。現状を知っている人は少なかった。やはり
高齢。この言葉が頭をよぎる。自分もその仲間なので、こんな
ことを思ってしまう。総会はいつも通り。あっという間に終わっ
た。

×　　×　　×　　×
さあ、いよいよ懇親会だ。
久しぶりに酒を酌み交わした。おいしい。いつもと違う味だ。
はじめは味わいながら飲んでいたが、そのうちに酔いが回り、
ペースがはやくなる。しかし、ぐいぐい飲む人は少ない。歳と
ともに酒も弱くなっているようだ。出てくる話題は健康の話。
「体の調子はどう」。「医者通いの毎日だよ」。「薬でおかしくな
るのではないかと心配だよ」。こんな話があちこちから聞こえ
てくる。次に出てくるのが孫の話。私は孫と暮らしているので、
毎日見ている。しかし、多くの人は年に数回しか会うことがで
きない。これが楽しみだという。それがコロナの影響で4年以
上見てないという。「さびしいでしょう」と声をかけると「全然。
前より楽しいよ」と意外な返事。テレビのような大きな画面に
孫の顔が出てきて、話すことができるからだという。「おじい
ちゃん、歌をうたうから聞いててね」。これが今の時代。やは
り 80過ぎの高齢者だとつくづく感じた。

×　　×　　×　　×
参加者の多くは 75歳以上の高齢者だ。話題がなくなると出
てくるのが寿命の話。長生きはしたい。しかし、ボケて人の世
話になってまで生きようと思っていないと、ほとんどの人は口

にする。私もその一人だ。物忘れがひどくなり、いつも家族か
ら注意されるからだ。一人暮らしなら間違いなくぼけ老人。そ
んなことを思ってしまう。何年か前、この懇親会に某氏が出席
した。医者から余命６か月と言われたので、お別れに来たのだ
という。皆と話した後、この次は天国で会おうと言って帰って
いった。すごい精神力だ。私だったらとてもできないと思った。
話は変わるが私自身のこと。80歳前から体力がすごく弱くなっ
たこと。朝、体がだるくて起きられないのである。それで、い
ろいろなビタミン剤を飲んだ。しかし、効果はどれも同じ。疲
れが取れないのである。それで薬局で相談した。すると活蔘（か
つじん）が効果があるという。しかし、1本数千円と高価格な
ので、毎日飲めない。それで 2日おきに飲んでいる。その間は
栄養剤を利用している。少しはよくなったような気がする。こ
のほかにもいろいろな薬を飲んでいるので、私の体は薬だらけ。
薬害が出ないかと心配になる。これは私だけでなく多くの高齢
者もそうだろうと思う。

×　　×　　×　　×
総会では冒頭に物故者への黙祷が行われ、そのなかにＩ氏が
あった。間違いではないかと思った。それは今年の年賀状には
（1）昨年から地域の老人クラブの仕事をしています。時間があ
れば農地で草取りを楽しんでいます。（2）趣味としていた「恒
例の釣り」ですが、気力が減退し、今年コアジ釣りに 3回出か
けただけでした。と書いてあったからである。それが奥様から
年賀状の返事が来た。「余寒お見舞い申し上げます。ご丁寧な
年始状を頂きありがとうございました。昨年 12月 20日に　
夫が永眠いたしましたので新年のご挨拶を失礼させていただき
ました。ご通知が遅れましたことお詫び申し上げます。また故
人に賜りましたご厚情に心より感謝申し上げます。　令和5年
2月　奥様」

Ｉ氏はなぜ亡くなったのか。元気だったのに急に亡くなって
しまった。悔しかっただろうな。そんなことを思うと、在りし
日の姿が目に浮かび懐かしくなってきた。さようなら。
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背　　景
　岐阜県では「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、淡水魚類を育む水田地帯の再生事業をおこなっています。
濃尾平野に広がる水田地帯には、絶滅危惧種や漁業対象種を含む70種程度の淡水魚類が確認されています（岐
阜県水産研究所調べ）。しかし、稲作農業の利便性や効率性を向上させるための農地整備が進むにつれ、これら
の淡水魚類の多くが水田地帯で減少しています。一般的には、農業水路に段差（落差工）を設けるため淡水魚類
の遡上・移動が妨げられることや、農業水路のコンクリート化により淡水魚類の採餌場や繁殖場が失われること
が大きな原因だと言われています。しかし、全国的に抜本的な解決には至っていません。

事業の内容
　こうした現状を改善するため、関連する行政機関（農
政部農地整備課、県土整備部河川課、農政部農村振興課、
水産研究所）が集まり、平成27年に「水みちの連続性連
携検討会」を発足させました（図１）。幾つかある対策の
うち、稲作農地の整備を担当する農政部農地整備課では、
農業水路内での淡水魚類の遡上・移動を促進させるため、
市町村と連携しながら農業水路の段差に魚道を設置する
ハード事業を実施しています（図２）。さらには、こうし
たハード事業が魚類の保全効果に本当につながっている
のかを水産研究所が検証しています（図３）。

事業の効果
　この事業を実施した地区では、淡水魚類の回復効果が得られています。例えば、関市千疋では、落差により魚類
の遡上や移動が制限されていた対策以前に農業水路で確認された魚種は4種（44個体）のみでした。しかし、対策
以後では、11種（179個体）の魚種が確認されるようになりました。また、可児市今では、落差により魚類の遡上
や移動が制限されていた対策以前には、農業水路で確認された魚種は４種（213個体）でした。しかし、対策以後
では、７種（338個体）の魚種が確認されるようになりました。
　この取り組みは豊かな農村環境や生物多様性を守る一方で、農家などへの経済的メリットがないのが実情です。
そのため、県下全域に取り組みを普及させるためには、より一層の熱意や工夫を創り出していくことが今後の課題
です。

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

7
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

淡水魚類を育む水田地帯を再生する（用排水路編）

図１

図2 図3

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-１１１１ 内線（４２４１） 農地整備課 総合整備係　または、
　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ ０５８６-８９-６３５２　　　　　　 岐阜県水産研究所 試験研究部まで
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活かす知恵
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

タ
ネ
を
見
分
け
る  ―

 

親
木
を
探
そ
う ―

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
大
洞

　智
宏

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

フ
ジ
は
扁
平
で
ボ
タ
ン
の
よ
う
な
形
、
エ
ゴ

ノ
キ
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
型
、
ナ
ン
テ
ン
は

中
央
が
凹
む
お
椀
型
、
ソ
ヨ
ゴ
は
三
日
月

型
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
は
縞
模
様
の
あ
る
球
形
と

い
う
よ
う
に
非
常
に
個
性
豊
か
で
、
す
ぐ
に

何
の
タ
ネ
な
の
か
覚
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
非
常
に
似
通
っ
た
タ

ネ
も
あ
る
の
で
判
別
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
さ
や
形
の
特

徴
を
利
用
し
て
、
親
木
の
種
類
が
検
索
で
き

る
図
鑑
※
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
調
べ
る

こ
と
は
特
別
困
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
索

が
面
倒
で
も
図
鑑
を
眺
め
な
が
ら
自
然
の
造

形
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
を
味
わ
う
だ
け
で

も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
外
で
落
ち
て
い
る
タ
ネ
を
見
つ
け
た

ら
、
形
を
観
察
し
て
ど
の
木
か
ら
落
ち
て
き

た
の
か
を
推
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
「
木
の
タ
ネ
検
索
図
鑑
」
小
南
陽
亮
、
田
内

裕
之
、
八
木
橋
勉 

編
著　

文
一
総
合
出
版

注
：
写
真
の
背
景
は
い
ず
れ
も
1
㎜
方
眼

樹
木
の
タ
ネ

　

樹
木
の
タ
ネ
と
い
え
ば
ど
の
よ
う
な
も

の
を
想
像
し
ま
す
か
。
ド
ン
グ
リ
や
ト
チ

の
実
、
ク
リ
の
実
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
タ
ネ

と
い
え
ば
一
般
的
に
は
種
子
（
し
ゅ
し
）
と

同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
図
鑑
な
ど
の
定
義
に
従
え

ば
、
ト
チ
の
実
（
写
真
１
上
）
は
種
子
に
な

り
ま
す
が
、
ク
リ
の
実
（
写
真
１
下
）
や
ド

ン
グ
リ
は
果
実
に
な
り
ま
す
。

  果
実
と
種
子

　

で
は
、
種
子
と
果
実
（
か
じ
つ
）
は
ど
の

よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
果
物

の
カ
キ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が

口
に
す
る
カ
キ
は
果
実
（
内
果
皮
）
の
部
分

で
、
そ
の
中
か
ら
タ
ネ
（
種
子
）
が
出
て
き

ま
す
。
カ
キ
を
切
っ
て
み
れ
ば
よ
く
分
か
り

ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
種
子
と
果

実
を
区
別
せ
ず
「
タ
ネ
」
と
し
て
見
て
い
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ク
リ
の
実
は
イ
ガ
の
中
か
ら
出

て
く
る
の
で
種
子
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

実
際
に
は
果
実
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
堅
い
鬼

皮
の
部
分
と
渋
皮
の
部
分
が
果
皮
に
な
り
そ

の
内
側
が
種
子
に
な
り
ま
す
）
。
ま
た
、
カ

エ
デ
の
実
は
プ
ロ
ペ
ラ
状
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
果
皮
が
発
達
し
た
も
の
な
の
で
果
実

に
該
当
し
ま
す
。

　

細
か
く
見
る
と
や
や
こ
し
く
な
る
の
で
、

今
回
は
ク
リ
や
カ
エ
デ
な
ど
の
よ
う
に
果
実

が
一
般
的
に
タ
ネ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も

の
や
種
子
を
ま
と
め
て
「
タ
ネ
」
と
し
て
話

し
ま
す
。

タ
ネ
を
見
分
け
る

　

タ
ネ
と
一
口
に
言
っ
て
も
リ
ン
ゴ
と
カ
キ

の
よ
う
に
樹
木
に
よ
っ
て
そ
の
形
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
タ
ネ
の
特

徴
か
ら
そ
の
親
と
な
る
樹
木
の
種
類
を
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

タ
ネ
の
持
つ
特
徴
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

大
き
さ
と
い
う
面
か
ら
タ
ネ
を
見
て
み
る

と
、
直
径
1
㎜
程
度
で
ル
ー
ペ
を
使
わ
な
い

と
ゴ
ミ
と
見
分
け
の
つ
か
な
い
小
さ
な
も
の

（
写
真
２
下 

イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
）
か
ら
、
直

径
5
㎝
を
超
え
る
大
型
の
も
の
（
写
真
２
上 

モ
ダ
マ
）
、
は
て
は
、
世
界
最
大
の
長
さ
35

㎝
に
も
な
る
オ
オ
ミ
ヤ
シ
の
タ
ネ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

形
と
い
う
面
で
は
、
写
真
３
の
よ
う
に
、

写真1

写真2

写真3

フジ

ナンテン ソヨゴ マンリョウ

エゴノキ
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金づちの使い方を学ぶ子どもたち

　ぎふ木遊館では、大型木製遊具や木のおもちゃで楽しく木にふれあってもらうこと以外に、土日・祝日を中心に、季節に合っ
た遊びや木のものづくりなどの木育プログラムを開催しています。
　今回はその中の「わたしのおみせやさん」と「どんぐりの木をつくろう（どんぐりクラブ上級編）」の２つのプログラムを紹介
します。

わたしのおみせやさん
　講師は NPO 法人岐阜県木育推進協議会の北野輝帆子さん。岐阜県が誇るブランド材「長良杉」の端材で、自分の好きなも
のを並べ飾ることができる、まるでおみせやさんのような置物をつくるプログラムです。
　はじめに今回使用する長良杉について、輪切りや植木鉢に植えてあるスギを実際に見ながら学びました。子どもたちは興味津々
に話を聞いていました。
　長良杉について学んだ後、早速作る作業に取りかかりました。金づちの使い方を教わりながら、木を傷つけないように、また
釘が曲がってしまわないように気をつけながら釘を打ち付けていきました。はじめは恐る恐る金づちを使っていた子どもたちでし
たが、慣れてくるとまっすぐに素早く打ち付けることができるようになり、子どもたちの呑み込みの早さに保護者の方も驚いてい
ました。
　次に装飾をつけていきました。夏らしく貝を使って飾りつけをする子、恐竜を置く位置に合わせて飾り付ける子等々。同じ形
なのに皆さんの個性が光るわたしだけの作品に仕上がっていました。
　参加者からは「釘を打つのが楽しかった」「子どもたちだけでも釘打ちができることに気が付くことができた」等の感想をいた
だきました。　

金づちを使っての組立 完成品

プログラムを楽しむ家族

どんぐりの木をつくろう（どんぐりクラブ上級編）
　講師はぎふ木育協会の小澤歩美さん。どんぐりは多くの人が子どもの頃に集めて遊んだりしたのではないでしょうか。「どんぐ
りの木をつくろう」は、どんぐりのことを学びながら素敵な標本を作る、幅広い世代から人気のあるプログラムです。
　どんぐりのなる木について、葉っぱやどんぐりの実物を見ながら、どんぐりの特徴を学び、見分けるコツを学んでいきました。
学んだ後に、配布された箱を開けると、どんぐりが９つ入っていました。まるでどんぐりの宝箱のようで、皆さんワクワクした様
子でした。
　次にどの樹種のどんぐりなのかを調べる同定 ( どうてい ) をしていきました。学んだことを活かし、どんぐりの特徴を見分け、
名前の書かれた紙の上に小さな箱に入ったどんぐりを置き、同定をしていきました。
　同定ができたらいよいよ標本づくりです。どんぐりをピカピカに磨いたら、名札を付け、土台に接着したり、ワイヤーを使って
木に付けていきました。完成したどんぐりの木は少し触ると、どんぐりが小さくゆらゆら揺れて、とても愛らしかったです。
　最後にどんぐり虫の話や本の読み聞かせがありました。どんぐり虫を実際にみた子どもたちは怖がることもなく、手に乗せたり
して、じっくり観察していました。
　参加者からは「いろんな種類のどんぐりのことを学べたり、知ることができて良かった」「どんぐりの種類を調べることが楽し
かった」等の感想をいただきました。

どんぐりの同定 完成品
morinosHP YouTube

 「morinosチャンネル」

出前体験！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施している出前体験についてご紹介します！

火を起こすのには何が必要かな？

＜高山市清見小学校３年生、防災を兼ねた火起こし体験＞
　今回ご紹介するのは、岐阜県高山市清見小学校で実施した出前体験についてです。『防災教育の一環で緊急時の火起こし体験
をして欲しい』との依頼を、清見小学校から受けたのがきっかけで、「morinos流の火起こし体験」を出前ですることとなりまし
た。
　火を起こすのに何が必要か。どんなスギの葉が燃えやすいのか。火起こしのための道具をどう使うのか。最初から答えを説明し
てしまうのではなく、まずは子供たち自身に考えてもらいます。「火を起こすのには、石や木がいるんじゃない？」、「緑色のスギの
葉は燃えにくそうだね」、「火を起こすための道具でロープを渡されたけど、どう使うんだろう？」などなど、みんなで話し合いなが
ら答えを探してもらいました。きっと、話を聞くだけよりも記憶に残る学びとなったことでしょう。

　この体験では、ただ火を起こすだけではありません。みんなが頑張って着けた火を使ってお湯を沸かします。今回お湯を沸かす
のに使った道具は、「ケリーケトル」といい、これはアイルランドでケリーさんが考案したため「ケリーケトル」と呼ばれている、見
た目が特徴的なアウトドアケトルです。そして、そのお湯を使い、賞味期限の近づいてきた防災備蓄のフリーズドライ味噌汁を飲み
ました。

　今回のこの活動は、高山市緑化推進委員会、市役所の八賀さん、平瀬さん、清見町の塩谷さん、太田さんのご協力のもと実現す
ることができました。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。
　清見小学校3年生のみなさんにとっても、普段経験することのできない貴重な体験となったことでしょう。今回の経験を通じた
学びが、みなさんの記憶に濃く残ってくれたらうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、動画ＹｏｕTｕｂｅをご覧ください。

どのスギの葉がよく燃えるのかを実践

着けた火をケリーケトルへ 左がケリーケトル、右がたき火台 頑張った後の味噌汁はおいしい

みんなで協力していざ火起こし
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内装木

土岐市土岐津町土岐口1372-1

木の香る
ぎふの施設

129

施設の経緯
　1300余年の歴史を持つ美濃焼のように、愛され続
ける湯屋を作りたい。そんな想いから、KAMABA（窯
場）と名づけた天然温泉施設です。温泉は地下1500ｍ
から湧き出ております。

　自慢は美濃焼のお皿を壁一面にディスプレイしたエ
ントランス、岐阜県産木材を使用した内装と家具、美
しいタイルで彩られた岩盤浴室。そして、9種類のお風
呂と大きなサウナ、深い水風呂、開放的な広い露天風
呂です。

とき温泉KAMABA

施設の概要

事業主体 大丸開発株式会社

事業年度 令和４年度

構造
延床面積

木造2階建
2987.7㎡

施設用途 商業施設

助 成 額 6,515千円（県産材需要拡大施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

5.65㎥
桧ストランドボード

レンスタイル株式会社

733,600千円全体事業費

設 計 者

丸仲建設株式会社

令和3年12月～令和4年9月

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　とき温泉KAMABA
　ＴＥＬ ０５72－56－2615

ここに注目！！

　天然温泉、岩盤浴、休憩処、食事処、癒処など、ここ
は1日存分に楽しめる場所がたくさんそろっているので、
皆様それぞれ、お好みの過ごし方でくつろいでいらっ
しゃいます。

利用者の様子

施設全景

露天風呂

休憩処

エントランス

岩盤浴室

森
林
研
究
所
●
土
肥 

基
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
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０
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森
林
研
究
所
ま
で

ス
ギ
心
去
り
平
角
材
の
強
度
を
考
え
る（
２
）
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ス
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強
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を
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え
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２
）

図１　平角材２丁取りの木取り例

図３　蒸煮の有無による強度試験結果の比較

図２　内部割れ(上)とせん断破壊した
　　  平角材(下)　　

を
固
め
る
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
製
材
の
断
面
が

大
き
く
な
る
と
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
乾
燥
時
間
を
短
縮
す
る
目
的
で
高
温

乾
燥
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
心

去
り
材
」
で
高
温
乾
燥
を
行
う
と
「
表
面

割
れ
」
は
抑
制
で
き
ま
す
が
、
過
乾
燥
気

味
に
仕
上
が
る
と
「
心
持
ち
材
」
同
様
に

「
内
部
割
れ
（
図
２
上
）」
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
の
内
部
割
れ
は
「
心
持

ち
材
」
の
場
合
と
異
な
り
、
割
れ
幅
が
大

き
く
な
る
と
断
面
を
貫
通
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
材
で
曲
げ
強
度
試
験
を

行
う
と
、
小
さ
な
荷
重
で
簡
単
に
「
せ
ん

断
破
壊
」
が
生
じ
、
製
材
が
分
断
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
（
図
２
下
）。

乾
燥
方
法
の
改
良
に
よ
る
内
部
割
れ

の
低
減

　

現
在
、
当
所
で
は
、
乾
燥
工
程
の
途
中

は
じ
め
に

　

流
通
す
る
ス
ギ
原
木
の
大
径
化
が
進
ん

で
お
り
、
末
口
径
が
40
㎝
を
超
え
る
丸
太

も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
丸
太
か
ら
は
、
仕
上
が
り
寸
法

1
2
0
㎜
×
2
4
0
㎜
の
平
角
材
を
2
丁

取
り
（
図
１
）
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

心
去
り
材
の
強
度
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
全

国
的
に
も
少
な
く
、
所
定
の
強
度
（
製
材

J
A
S
の
等
級
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
「
基

準
強
度
」）
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
り
ま
す
。
本
誌
8
1
9
号
で
は
、
材
面

の
「
節
」
が
心
去
り
材
を
貫
通
す
る
場
合

や
、
大
き
な
節
が
平
角
材
の
下
側
に
位
置

す
る
場
合
な
ど
で
基
準
強
度
を
下
回
っ
た

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
平
角
材
の
乾
燥
方
法
に
よ
っ
て
発
生

す
る
「
内
部
割
れ
」
の
影
響
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

内
部
割
れ
発
生
の
危
険
性

　

現
在
、
製
材
工
場
な
ど
で
は
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
構
造
材
の
多
く
は
高
温

セ
ッ
ト
処
理
工
程
を
含
む
乾
燥
（
以
下
「
高

温
乾
燥
」
と
い
う
）
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
製
材
の
表
面
を
高
温
セ
ッ
ト

処
理
で
固
め
て
「
心
持
ち
材
」
に
発
生
す

る
「
表
面
割
れ
」
を
抑
制
す
る
た
め
で
す
。

一
方
で
、
心
去
り
の
場
合
は
製
材
の
木
口

面
に
年
輪
の
中
心
（
髄
）
を
含
ま
ず
、
年

輪
の
放
射
方
向
に
対
す
る
割
れ
が
起
こ
り

に
く
い
た
め
、
高
温
乾
燥
で
製
材
の
表
面

に
「
蒸
煮
処
理
」
を
加
え
る
こ
と
で
「
内

部
割
れ
」
を
抑
制
さ
せ
る
方
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
弱
減
圧
乾
燥
は
、
高
温
乾
燥

に
比
べ
て
低
い
温
度
で
乾
燥
を
行
う
も
の

で
す
が
、
製
材
の
表
面
が
セ
ッ
ト
処
理
さ

れ
内
部
割
れ
の
危
険
が
あ
る
点
で
高
温
乾

燥
と
同
様
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
図
３
は
、

こ
の
弱
減
圧
乾
燥
の
途
中
で
「
蒸
煮
処
理
」

を
行
っ
た
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
の

強
度
試
験
の
結
果
の
比
較
を
示
し
て
い
ま

す
。
橙
色
の
点
は
蒸
煮
を
行
っ
た
材
料
で

あ
り
、
青
色
で
示
し
た
点
線
（
基
準
強
度
）

の
上
側
に
位
置
す
る
も
の
が
多
く
、
基
準

強
度
以
上
の
強
さ
を
有
す
る
材
が
多
い
の

に
対
し
、
灰
色
の
点
（
蒸
煮
な
し
）
で
は

基
準
強
度
を
下
回
る
材
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
基
準
強
度
を
下
回
っ
た
材
の
多
く

は
内
部
割
れ
に
よ
る
「
せ
ん
断
破
壊
」
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
か
ら
、

「
蒸
煮
処
理
」
を
加
え
た
こ
と
で
「
内
部

割
れ
」
が
低
減
し
、
曲
げ
強
さ
の
低
下
を

防
げ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
こ
の
「
蒸
煮
処
理
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
処
理
時
間
が
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う

試
験
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
デ
ー
タ
は
弱
減
圧
乾
燥
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
通
常
使
わ
れ
る
常
圧
の
高
温
乾
燥

で
も
効
果
が
あ
る
か
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ま
た
報
告
す
る
機
会
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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普及コーナー

主伐・再造林の取組み事例
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林業普及指導員　上村　康人
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９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
郡
上
森
林
組

合
に
お
い
て
油
圧
式
集
材
機
を
用
い
た
林

業
架
線
研
修
が
行
わ
れ
、
当
ス
マ
ー
ト
林

業
推
進
係
も
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
座
学
で
は
、
森
林
総
合
研
究
所
が
公
開

し
て
い
る
集
材
架
線
設
計
ソ
フ
ト
（
Ｋ
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
）
用
い
て
、
計
算
因
子
の
説
明
や

今
回
架
設
す
る
架
線
の
安
全
率
を
計
算
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
架
線
縦
断
面
図
を
表
示
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
使
い
、
中
間
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
　

　
こ
れ
ま
で
架
線
縦
断
面
図
の
作
成
は
、

地
図
上
の
等
高
線
か
ら
標
高
を
読
み
取

り
、
そ
れ
を
元
に
方
眼
紙
に
地
表
を
表
す

折
れ
線
を
描
き
入
れ
る
な
ど
と
て
も
手
間

の
か
か
る
作
業
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

研
修
で
は
、Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
Ｄ
Ｅ
Ｍ

デ
ー
タ
か
ら
必
要
な
標
高
デ
ー
タ
を
抽
出

し
、
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
に
貼
り
付
け
る
だ

け
で
作
図
が
で
き
る
簡
単
な
方
法
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
場
で
の
架
設
作
業
で
は
小
型

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
予
備
線
の
引
き
回

し
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
場
技
術
者
か
ら

は
「
作
業
が
早
く
て
楽
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
用
い
た
油
圧
式
集
材
機
は
（
株
）

前
田
製
作
所
の
Ｆ
Ｙ
２
５
３
で
す
。

　
無
線
リ
モ
コ
ン
で
簡
単
に
操
作
で
き
、

従
来
の
集
材
機
の
よ
う
な
専
属
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
よ
る
複
雑
な
レ
バ
ー
操
作
は

不
要
で
す
。

　
こ
の
研
修
で
は
、Ｋ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
、Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン
、
油
圧
式
集
材
機
と
い
っ

た
ス
マ
ー
ト
林
業
機
器
等
を
う
ま
く
活
用

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

油
圧
式
集
材
機
と
架
線
架
設
・
設
計
に
つ
い
て
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取
組
み
の
考
え
方
の
整
理

　

今
回
、
改
め
て
、
確
認
し
た
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

人
工
林
の
齢
級
の
平
準
化
や
木
材
の

需
要
拡
大
へ
対
応
す
る
た
め
に
は
、
主

伐
・
再
造
林
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
、

施
策
が
進
め
ら
れ
、
県
内
で
も
各
地
で

そ
の
実
施
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

当
管
内
で
も
数
年
前
か
ら
、
毎
年
主
伐
・

再
造
林
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
植
栽
し
た
苗
木
を
シ

カ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苗
木
が
一

定
の
高
さ
に
な
る
ま
で
、
葉（
特
に
梢
端

部
）を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

苗
木
を
守
る
資
材
と
し
て
、
幼
齢
木
単

木
保
護
材
が
、
県
内
の
地
理
的
環
境
下

で
、
苗
木
の
成
長
に
ど
の
よ
う
な
特
性

が
あ
る
か
は
、
近
年
、
調
査
研
究
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
林
業
に

被
害
を
与
え
る
動
物
の
個
体
数
な
ど
の

生
育
状
況
は
、
人
の
暮
ら
し
の
変
化
と

と
も
に
、
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
特

に
シ
カ
の
増
加
に
よ
る
食
害
が
問
題
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
模
索
が
必
要
な
状

況
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
林
業
者
と

調
査
研
究
機
関
、
林
業
普
及
指
導
員
が
、

よ
り
一
層
に
最
新
の
現
場
状
況
を
都
度
、

共
有
し
な
が
ら
、
協
力
し
て
、
よ
い
方

法
を
検
討
・
試
行
・
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

タ
イ
プ
の
異
な
る
幼
齢
木
単
木
保
護

資
材
と
し
て
、
チ
ュ
ー
ブ
式
と
ネ
ッ
ト

式（
以
下
、
チ
ュ
ー
ブ
式
・
ネ
ッ
ト
式
）

を
比
較
し
た
調
査
区
が
管
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
管
内
の
各

市
、
管
内
事
業
体
ご
と
に
、
必
要
な
部
分

を
説
明
し
、
協
力
関
係
に
つ
い
て
、
意
識

合
わ
せ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

調
査
研
究
結
果
等
の
普
及

　

多
治
見
市
の
調
査
区
に
お
け
る
研
究

結
果
が
、本
誌
第
8
4
1
号（
2
0
2
3
・

10
）で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
、

チ
ュ
ー
ブ
式
ま
た
は
ネ
ッ
ト
式
を
施
工

し
た
苗
木
、
防
鹿
柵
内
の
苗
木
の
３
種

類
に
つ
い
て
、
植
栽
後
５
年
間
の
根
本

直
径
と
樹
高
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
施
工
し
た
苗

木
は
、
樹
高
が
最
も
高
い
一
方
で
、
根

本
直
径
は
最
も
小
さ
く
、
苗
木
の
健
全

度
の
指
標
と
な
る
比
較
苗
高（
樹
高
／
根

本
直
径
）が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ヒ
ノ
キ
の
梢
端
は
柔
ら
か

く
、
垂
れ
る
こ
と
か
ら
、
幼
齢
木
単
木

保
護
資
材
を
設
置
す
る
と
樹
形
異
常
が

発
生
し
や
す
い
と
言
わ
れ
、
試
験
地
で

は
毎
年
、
数
％
程
度
梢
端
曲
が
り
が
発

生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
樹
形
異
常

の
早
期
発
見
と
対
処
が
大
切
と
の
こ
と

で
す
。
他
地
域
で
の
ス
ギ
を
対
象
と
し

た
調
査
結
果
で
は
、
７
年
程
度
経
過
す

る
と
、
資
材
に
よ
る
成
長
の
差
が
な
く

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
も
今
後
も
継
続
的
に

成
長
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

瑞
浪
市
の
調
査
区（
詳
細
は
本
誌
第

 

東
濃
地
域
の
再
造
林
の
状
況

　

東
濃
農
林
事
務
所
管
内
は
多
治
見
市
、

瑞
浪
市
、
土
岐
市
の
３
市
か
ら
な
り
、

森
林
面
積
は
２
４
，１
９
０
ha
で
森
林
率

は
63
％
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
瑞
浪

市
、
土
岐
市
の
公
有
林（
８
８
８
ha
）で

は
陶
都
森
林
組
合
と
森
林
経
営
委
託
契

約
を
締
結
し
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
主
伐
・
再
造
林
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

 

取
組
み
の
概
要

　

主
伐
・
再
造
林
の
取
組
み
は
、
よ
い

方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
取
組
み
の
考
え
方
の
再
確
認
と
調
査

研
究
結
果
等
の
新
た
な
知
見
を
基
に
し

た
普
及
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

取
組
み
の
考
え
方
は
、
既
に
皆
さ
ん
、

ご
承
知
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
改

め
て
、
な
ぜ
模
索
が
必
要
な
の
か
、
調

査
が
必
要
な
の
か
、
新
た
な
植
栽
木
に

注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

い
っ
た
視
点
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
む
際

に
、
よ
り
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
結
果
等
と
し
て
、
管
内
の

瑞
浪
市
と
多
治
見
市
に
、
森
林
所
有
者

や
事
業
体
の
協
力
の
も
と
、
県
森
林
研

究
所
と
協
働
で
設
置
し
た
調
査
区
に
お

け
る
調
査
研
究
結
果
や
確
認
し
た
事
象

に
つ
い
て
、
森
林
組
合
へ
普
及
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
提
案

し
ま
し
た
。
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普及コーナー

主伐・再造林の取組み事例

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
2
ー
2
3
ー
1
１
１
１（
内
線
2
9
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　東
濃
農
林
事
務
所
ま
で

林業普及指導員　上村　康人
■東濃農林事務所　林業課

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
郡
上
森
林
組

合
に
お
い
て
油
圧
式
集
材
機
を
用
い
た
林

業
架
線
研
修
が
行
わ
れ
、
当
ス
マ
ー
ト
林

業
推
進
係
も
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
座
学
で
は
、
森
林
総
合
研
究
所
が
公
開

し
て
い
る
集
材
架
線
設
計
ソ
フ
ト
（
Ｋ
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
）
用
い
て
、
計
算
因
子
の
説
明
や

今
回
架
設
す
る
架
線
の
安
全
率
を
計
算
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
架
線
縦
断
面
図
を
表
示
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
使
い
、
中
間
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
　

　
こ
れ
ま
で
架
線
縦
断
面
図
の
作
成
は
、

地
図
上
の
等
高
線
か
ら
標
高
を
読
み
取

り
、
そ
れ
を
元
に
方
眼
紙
に
地
表
を
表
す

折
れ
線
を
描
き
入
れ
る
な
ど
と
て
も
手
間

の
か
か
る
作
業
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

研
修
で
は
、Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
Ｄ
Ｅ
Ｍ

デ
ー
タ
か
ら
必
要
な
標
高
デ
ー
タ
を
抽
出

し
、
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
に
貼
り
付
け
る
だ

け
で
作
図
が
で
き
る
簡
単
な
方
法
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
場
で
の
架
設
作
業
で
は
小
型

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
予
備
線
の
引
き
回

し
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
場
技
術
者
か
ら

は
「
作
業
が
早
く
て
楽
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
用
い
た
油
圧
式
集
材
機
は
（
株
）

前
田
製
作
所
の
Ｆ
Ｙ
２
５
３
で
す
。

　
無
線
リ
モ
コ
ン
で
簡
単
に
操
作
で
き
、

従
来
の
集
材
機
の
よ
う
な
専
属
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
よ
る
複
雑
な
レ
バ
ー
操
作
は

不
要
で
す
。

　
こ
の
研
修
で
は
、Ｋ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
、Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン
、
油
圧
式
集
材
機
と
い
っ

た
ス
マ
ー
ト
林
業
機
器
等
を
う
ま
く
活
用

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

油
圧
式
集
材
機
と
架
線
架
設
・
設
計
に
つ
い
て
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な
る
よ
う
、
上
記
の
内
容
を
取
組
み
の

中
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
関
係

者
へ
説
明
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
課
題

　

管
内
で
チ
ュ
ー
ブ
式
を
施
工
し
た
再

造
林
地
で
は
、
梢
端
が
チ
ュ
ー
ブ
か
ら

頭
を
出
し
始
め
た
箇
所
も
で
て
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
更
に
成
長
す
る
と
、次
は
、

資
材
を
い
つ
外
す
べ
き
か
と
い
う
議
論

が
本
格
化
し
て
き
ま
す
。
そ
の
検
討
時

期
は
も
う
間
近
で
す
。
関
係
者
同
士
の

連
携
を
一
層
円
滑
に
進
め
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

8
3
1
号（
2
0
2
2
・
12
））
に
お
い

て
、
当
事
務
所
の
巡
回
で
確
認
し
た

事
象
と
し
て
、
チ
ュ
ー
ブ
が
強
風
に
あ

お
ら
れ
、
苗
木
が
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
外
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査

区
を
含
む
事
業
地
は
、
県
内
で
は
比
較

的
標
高
が
低
く
、
な
だ
ら
か
な
山
頂
付

近
に
位
置
し
て
お
り
、
強
風
が
あ
り
ま

す
。
使
用
し
た
資
材
は
、
チ
ュ
ー
ブ
を

土
中
に
差
し
込
ん
だ
１
本
の
支
柱
に
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
結
束
バ
ン
ド
に
よ

り
固
定
し
て
い
ま
す
。
確
認
し
た
と
こ

ろ
、こ
の
結
束
バ
ン
ド
が
切
れ
、そ
の
後
、

固
定
が
な
く
な
っ
た
チ
ュ
ー
ブ
が
風
で

動
く
際
に
、
苗
木
が
飛
び
出
て
し
ま
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
巡
回
時
に
は
、
多
治
見
市
、

瑞
浪
市
の
調
査
区
の
ほ
か
、
土
岐
市
に

お
い
て
チ
ュ
ー
ブ
式
を
施
工
し
た
事
業

地
の
全
て
で
、
樹
形
異
常（
梢
端
曲
が
り
）

が
生
じ
た
苗
木
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

以
上
の
調
査
研
究
結
果
と
巡
回
中
の

確
認
し
た
事
象
に
つ
い
て
、
事
業
を
実

施
し
た
森
林
組
合
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
補
修
作
業
を
行
う
際
に
は
、
合
わ

せ
て
、
樹
形
異
常
や
チ
ュ
ー
ブ
が
外
れ

て
い
な
い
か
注
視
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
土
岐
市
に
お
い
て
チ
ュ
ー
ブ
式

を
施
工
し
た
事
業
地
の
一
部
で
は
、
今

年
度
か
ら
、
協
定
に
基
づ
く
企
業
の
森

で
あ
る「
岐
阜
久
尻 

中
央
可
鍛
の
森
」の

活
動
と
し
て
、
苗
木
の
育
成（
苗
木
の
修

復
、
下
刈
り
）が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
よ
り
効
果
的
に

調査区域に現れたシカ
（瑞浪市試験区）

強風により外れたチューブ
（瑞浪市試験区）

食害により枯死した苗木
（瑞浪市忌避剤散布試験区）

調査区域に現れたウサギ
（瑞浪市試験区）
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1月号
予定

1月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（221）
●山のおじゃまむし（390）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（130）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム この数年、世の中のDXに関する動きは大きく変化しています。県に
おいても様々なソフトの利用により事務の効率化が進んでいます。
今後、森林行政においてもAIの活用やRPA（ロボティックプロセス

オートメーション・PC上の処理を自動化するソフト）の利用により事務効率化される
ことが予測されます。
デジタル化された事務プロセスは、書類作成や情報共有を迅速化し、公務員の負
担を軽減します。これにより、現場の担当者はより多くの時間を現地の確認や事業体
とのコミュニケーション、資源管理に費やすことができ、効率的かつ的確な判断がで
きるようになります。DXを使った事務効率化による森林行政の新たな展望は、持続
可能な未来への道を明るく照らしています。（このコラムはChatGPTにより出力し
たものを校正し作成しています） 「森林のたより」編集委員　森林保全課　桂川　亮

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（132）

地域の人

国
有
林
の
現
場
か
ら

86

伝
統
技
法
の
継
承
に
向
け
て

　
　（三
ツ
緖
伐
り
研
修
会
を
開
催
）

行
え
る
方
法
と
し
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
に

は
す
で
に
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
チ
ェ
ン
ソ
ー
伐
倒
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
方
法
と
い
わ
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
、
伊
勢
神
宮
の
式し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
用
の
御

神
木
伐
採
等
で
は
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
伝
統
技
法
の
伝
承
に
向
け

て
、
神じ
ん
ぐ
う宮
司し
ち
ょ
う廳
営え
い
り
ん林
部ぶ

、
上あ
げ
ま
つ松
三み

つツ
紐ひ
も

伐ぎ

り

保
存
会
、
裏う
ら

木き

そ

み

つ

ぎ

曽
三
ツ
伐
り
保
存
会
よ
り
40

名
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
初
日
は
、
参
加
し
た
三
団
体
で
混

成
チ
ー
ム
を
４
組
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
各
組
１
本
ず
つ

　

９
月
８
日
～
９
日
、
東
濃
森
林
管
理
署
管

内
の
岩
村
国
有
林（
恵
那
市
岩
村
町
）に
て

三み

つ

お
ツ
緖
伐ぎ

り
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
ツ
緖
伐
り
と
は
、
三み

つツ
紐ひ
も

伐ぎ

り（
主
に
木

曽
で
の
呼
び
名
）、
三み

つ

ぎ

ツ
伐
り（
主
に
裏
木
曽

で
の
呼
び
名
）な
ど
と
呼
ば
れ
る
立
木
の
伐
倒

方
法
で
、
立
木
へ
三
方
向
か
ら
斧お
の

を
入
れ
伐

倒
し
ま
す
。

　

手
順
と
し
て
は
、
伐
倒
方
向
か
ら
見
て
左

右
に
二
箇
所
、
伐
倒
方
向
と
は
逆
に
一
箇
所

の
弦（
つ
る
）と
呼
ば
れ
る
部
分
を
残
し
た
状

態
で
立
木
を
く
り
ぬ
き
、
伐
倒
方
向
と
は
逆

に
残
し
た
弦
を
伐
る
こ
と
に
よ
り
正
確
な
方

向
へ
伐
倒
す
る
方
法
で
、
貴
重
な
木
材
を
伐

倒
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伐
採
方
法
は
、
伐
倒
す
る
際
に
生
じ

る
材
の
芯し
ん

抜ぬ

け（
中
心
部
が
切
り
株
側
に
残
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
中
心
部
に

穴
が
空
い
て
し
ま
う
も
の
で
、
木
材
の
最
も

価
値
の
あ
る
箇
所
へ
損
傷
を
与
え
る
）、
割か
つ
れ
つ裂

（
木
材
が
割
れ
た
り
裂
け
た
り
す
る
状
態
に
な

る
こ
と
）、
胴ど
う

折お

れ（
木
材
が
途
中
で
折
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
、
伐
倒
方
向
を
誤
っ
た
時
に

起
き
や
す
い
）と
い
っ
た
木
材
へ
の
損
傷
を

与
え
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
林
業
の
作
業

で
最
も
危
険
と
さ
れ
る
伐
倒
作
業
を
安
全
に

　

伐
倒
し
た
後
は
、
杣
夫
の
命
と
も
言
え
る

斧
の
研
ぎ
方
、
手
入
れ
方
法
に
至
る
ま
で
丁

寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

林
業
に
限
ら
ず
、
新
し
い
技
術
の
開
発
も

大
切
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
伝
統
技
法
の

継
承
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
た
め
に
国
有
林
も
協
力
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

※
鳥
総
立
て

伐
倒
し
た
木
の
切
り
株
へ
、
そ
の
木
の
梢
こ
ず
え

を
立
て
る
儀
式
で
、
山
の
神
へ
の
感
謝
と

そ
の
山
の
再
生
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
。
伐

倒
に
携
わ
っ
た
杣
夫
の
内
、
一
番
若
い
杣

夫
が
梢
を
取
り
に
行
き
、
そ
れ
を
切
り
株

付
近
で
待
つ
杣
夫
頭か
し
らへ
技
術
を
教
わ
っ
た

お
礼
を
込
め
て
差
し
出
し
、
杣
夫
頭
が
切

り
株
へ
梢
を
立
て
、
最
後
に
全
員
で
そ
の

木
に
感
謝
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

（
こ
の
儀
式
は
、古
く
は
万
葉
集
の
三
ノ
巻
、

一
七
ノ
巻
に
も
書
か
れ
て
い
る
）

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

ヒ
ノ
キ（
胸
高
直
径
60
㎝
、
樹
高
25
ｍ
程
度
）

を
伐
倒
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
伝
統
技
法
を
一
般
の
方
々
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
公
開
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

１
０
０
名
を
超
え
る
方
が
見
学
に
訪
れ
、
迫

力
あ
る
伐
倒
作
業
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
研
修
会
参
加
者
の
み
で
、
伐

倒
の
方
法
・
作
法
を
事
細
か
に
、
先
輩
杣そ
ま

夫ふ

で
あ
る
橋
本
氏（
前
回
の
平
成
17
年
、
前
々
回

の
昭
和
60
年
の
伊
勢
神
宮
の
御み

杣そ
ま

始は
じ
め
さ
い
祭
に
携

わ
ら
れ
た
、
三
ツ
紐
伐
り
の
第
一
人
者
で
あ

り
、
現
在
も
後
身
の
指
導
に
力
を
注
が
れ
て

い
る
、
上
松
三
ツ
紐
伐
り
保
存
会
き
っ
て
の

杣
夫
）に
教
わ
り
な
が
ら
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
毎
で
組
を
作
り
、
初
日
同
様
に
各
組

１
本
ず
つ
４
本
の
ヒ
ノ
キ（
胸
高
直
径
60
㎝
、

樹
高
25
ｍ
程
度
）を
伐
倒
し
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
中
に
は
、
経
験
が
浅
い
人
も
お

り
、
斧
の
握
り
方
、
振
り
方
や
伐
倒
後
に
行

わ
れ
る
鳥と

総ぶ
さ

立た

て（
※
）の
作
法
等
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。

鳥総立て

残った弦に斧を入れ木が倒れる瞬間

橋本氏により伐倒指導を受ける様子

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 18



1月号
予定

1月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（221）
●山のおじゃまむし（390）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（130）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム この数年、世の中のDXに関する動きは大きく変化しています。県に
おいても様々なソフトの利用により事務の効率化が進んでいます。
今後、森林行政においてもAIの活用やRPA（ロボティックプロセス

オートメーション・PC上の処理を自動化するソフト）の利用により事務効率化される
ことが予測されます。
デジタル化された事務プロセスは、書類作成や情報共有を迅速化し、公務員の負
担を軽減します。これにより、現場の担当者はより多くの時間を現地の確認や事業体
とのコミュニケーション、資源管理に費やすことができ、効率的かつ的確な判断がで
きるようになります。DXを使った事務効率化による森林行政の新たな展望は、持続
可能な未来への道を明るく照らしています。（このコラムはChatGPTにより出力し
たものを校正し作成しています） 「森林のたより」編集委員　森林保全課　桂川　亮

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（132）

地域の人

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月13日㈬～
12月15日㈮

伐木等の業務
(チェーンソー)に係る
特別教育

●講習時間：13日　 学科　8:50~17:10
　　　　　　14日　学･実　8:50~12:00
　　　　　   15日　 実技　 8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

13 日（学科）・14 日（学 ･ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
15 日（実技）
　㈱木の国　土場 ( 山県市椎倉 203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

1月17日㈬～
1月18日㈭

木材加工用機械作業主任者
技能講習

●講習時間：17日～18日　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会 a　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

1月24日㈬～
1月25日㈭

リスクアセスメント担当者
安全衛生教育

●講習時間：24日（林業）　 9:20~16:30　
　　　　　　25日（製造業） 9:20~16:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：12,000円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

1月26日㈮ 作業計画の作成のための
安全衛生教育

●講習時間：26日　 9:00~16:30　
●申　込：開催日の1週間前まで
●受講料：13,420円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林・林業関係イベントカレンダー（12月～1月） 林業者向け
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（10月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（10月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

75,000

75,000

80,000

75,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ、ヒノキは全体的に横ばいで推移。スギ4ｍ元木、尺上良材は買い
気上向きだが、価格は保合で推移。スギラミナ向け3ｍ・4ｍ材は弱含み。
ヒノキ元木、尺上良材3m・4ｍ役物取りは引き合いは強いが価格は保合。
ヒノキ3m・4ｍの構造材も価格は保合で推移。製紙向けパルプ材、発電
向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキは横ばいで推移。ヒノキ良材、クリ、ホウ、ナラ、サクラは応
札旺盛。ヒメコも引き続き好調。高値はヒノキ4m×38cm@70,000円、
ミズメ2.2m×32cm×@31,000円、ナラ2.2m×38cm@47,700円、ブ
ナ4.3m×52cm@34,300円、トチ4.4m×32cm@33,900円、クリ
4.4m×34cm@43,500円、ホウ4.4m×28cm@29,000円（飛騨）

　ヒノキ46ｃｍ以上の大径材は、5ｍ・6ｍ造材に入札集中。（出材予定の
方は、一報ください。）　3ｍ柱向け（14ｃｍ～24ｃｍ）は上向き気配。4ｍ
中目、土台向けも価格は保合ながら引き合いは強い。スギ中目、尺上、元
木良材は、冬季在庫分も含め買い気上向き。価格は強保合で推移。3ｍ・
4ｍ構造材向けは市中製品価格軟化の影響がぬぐいきれず保合弱含み
で推移。合板向けは、製品荷動きが鈍く弱基調、原木受入調整は継続し
ているが、ヒノキについては、若干の動きがみられる。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

乾燥、特に人工乾燥によって木材の水分が放散されて繊維組織が収縮し、部
分的に収縮率が不均衡となって生じる割れ。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1836回

11月1日

11月1日

11月9日

第11回
ぎふ優良材展

岐
阜
共
販
所

第1427回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

20,800

－

－

20,500

－

－

43,300

－

－

－

17,000

－

－

－

70,000

－

－

30,500

－

43,500

－

－

115,000

－

－

64,000

－

－

632,000

－

－

－

14,500

14,000

14,500

14,500

12,700

－

20,500

18,800

20,300

19,000

18,700

－

14,000

14,400

12,000

18,000

17,000

18,000

19,000

25,000

18,000

20,000

－

15,000

14,000

14,000

15,000

19,500

19,000

25,000

10,000

19,000

25,000

29,500

－

11,000

第1760回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
432
468
－

→

→
→
－

2,481

709

3,528

3,240

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

干割れ
ひ      わ
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